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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿台と、
　前記原稿台に載置される原稿の読取面に押し当てられる原稿押さえ部と、
　移動可能に設けられ、前記原稿のうちの前記原稿押さえ部により押さえられていない非
押圧部分が載置される載置部と、
　回転軸を中心に前記原稿押さえ部を回転可能に支持するベース部と、
　前記原稿押さえ部が回転する回転運動を、前記回転軸の軸方向と非平行である方向に前
記原稿台を前記ベース部に対して昇降させる昇降運動に機械的に変換する連動機構
　とを備える画像読取装置。
【請求項２】
　前記連動機構は、前記非押圧部分に接触しないように形成される
　請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記連動機構は、
　支点を中心に回転可能に前記ベース部に支持されるリンクと、
　前記原稿押さえ部が回転することにより前記リンクを回転させる力点部と、
　前記リンクが回転することにより前記原稿台を昇降させる作用点部とを有し、
　前記支点は、前記原稿台のうちの前記原稿が載置される載置面より下側に配置される
　請求項１に記載の画像読取装置。



(2) JP 6506415 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

【請求項４】
　前記連動機構は、前記原稿押さえ部が単位角度だけ回転するときに前記原稿台を昇降さ
せる移動距離が、前記原稿押さえ部が前記原稿台に近くなるほど大きくなるように、形成
される
　請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記載置部は、前記非押圧部分が載置される領域が前記原稿台から遠いほど高さが高く
なるように、形成される
　請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記載置部は、前記非押圧部分が載置される領域に窪みが形成される
　請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項７】
　前記載置部に前記非押圧部分が載置されるように、前記原稿台と前記原稿押さえ部とを
支持するベース部に前記載置部を取り付ける取付部
　をさらに備える請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記載置部が前記ベース部から取り外されたときに、前記原稿台と前記原稿押さえ部と
ともに前記載置部を収納するケース
　をさらに備える請求項７に記載の画像読取装置。
【請求項９】
　前記載置部を回転可能に前記原稿台に支持するヒンジ部と、
　前記載置部が前記原稿台に対して回転することを停止させる固定部
　とをさらに備える請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　前記載置部は、
　第１載置部と、
　第２載置部とを有し、
　前記第１載置部を回転可能に前記原稿台に支持する第１ヒンジ部と、
　前記第１載置部が前記原稿台に対して回転することを停止させる第１固定部と、
　前記第２載置部を回転可能に前記第１載置部に支持する第２ヒンジ部と、
　前記第２載置部が前記第１載置部に対して回転することを停止させる第２固定部
　とをさらに備える請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　原稿の読取面を読み取る画像読取装置は、たとえば、原稿台と原稿押さえ部と読取ユニ
ット部とを備えている。原稿押さえ部は、光が透過する透明平板を備え、その透明平板で
原稿を押圧して、原稿台に載置された原稿がずれないように原稿を保持する。読取ユニッ
ト部は、その原稿のうちの透明平板で押圧されている読取面から透明平板を透過した光を
利用して、その読取面を読み取る（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６３－３１２６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　様々な書物を電子化するサービスが広く展開されている。たとえば、アルバム、長尺の
蛇腹の書物、巻物に例示されるサイズが大きい書物は、上記の画像読取装置でも、原稿台
からはみ出た部分の重みで、ずれたり落ちたりすることがある。このように、画像読取装
置は、原稿を適切に保持することができない。
【０００５】
　開示の技術は、かかる点に鑑みてなされたものであって、原稿を適切に保持する画像読
取装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　開示の態様では、画像読取装置は、原稿台と原稿押さえ部と載置部とベース部と連動機
構とを備えている。原稿押さえ部は、前記原稿台に載置される原稿の読取面に押し当てら
れる。載置部は、移動可能に設けられ、前記原稿のうちの前記原稿押さえ部により押さえ
られていない非押圧部分が載置される。ベース部は、回転軸を中心に前記原稿押さえ部を
回転可能に支持する。連動機構は、前記原稿押さえ部が回転する回転運動を、前記回転軸
の軸方向と非平行である方向に前記原稿台を前記ベース部に対して昇降させる昇降運動に
機械的に変換する。
 
 
【発明の効果】
【０００７】
　開示の態様によれば、原稿を適切に保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施例１の画像読取装置を示す斜視図である。
【図２】図２は、実施例１の画像読取装置を示す分解斜視図である。
【図３】図３は、実施例１の載置部を示す正面図である。
【図４】図４は、実施例１の原稿台を示す側面図である。
【図５】図５は、実施例１の原稿押さえ部を示し、連動機構を示す側面図である。
【図６】図６は、実施例１の原稿押さえ部が開いたときの原稿台と連動機構とを示す側面
図である。
【図７】図７は、実施例１の画像読取装置を示すブロック図である。
【図８】図８は、実施例１の画像読取装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】図９は、実施例２の原稿台を示す側面図である。
【図１０】図１０は、実施例３の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１１】図１１は、実施例４の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１２】図１２は、実施例５の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１３】図１３は、実施例６の複数の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１４】図１４は、実施例７の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１５】図１５は、実施例８の原稿台補助ジグを示す正面図である。
【図１６】図１６は、実施例９の原稿台補助ジグを示す斜視図である。
【図１７】図１７は、図１６の原稿台補助ジグの他の状態を示す斜視図である。
【図１８】図１８は、図１６の原稿台補助ジグのさらに他の状態を示す斜視図である。
【図１９】図１９は、実施例１０の連動機構を示す側面図である。
【図２０】図２０は、図１９の連動機構の他の状態を示す側面図である。
【図２１】図２１は、実施例１０の原稿押さえ部の角度と原稿台本体の高さとの関係を示
すグラフである。
【図２２】図２２は、実施例１１の連動機構を示す側面図である。
【図２３】図２３は、実施例１２の連動機構を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　以下に、本願が開示する画像読取装置の実施例について、図面を参照して説明する。な
お、以下の実施例により本発明が限定されるものではない。また、各実施例において同一
の構造部材、同一の機能を有する構成及び同一の処理を行うステップには同一の符号を付
し、重複する説明を省略する。
【００１０】
［実施例１］
＜画像読取装置の構造＞
　図１は、実施例１の画像読取装置を示す斜視図である。画像読取装置１は、図１に示さ
れているように、ケース２が画像読取装置本体３とともに設けられている。ケース２は、
ケース本体５とフタ部６とを備えている。ケース本体５は、右側側部７－１と左側側部７
－２と手前側側部７－３と奥側側部７－４と底部８とを備えている。
【００１１】
　底部８は、長方形状の板に形成されている。右側側部７－１は、長方形状の板に形成さ
れ、底部８が沿う平面に垂直である平面に沿うように、底部８の縁に接合されている。左
側側部７－２は、右側側部７－１と概ね合同である板に形成され、右側側部７－１と向か
い合うように、すなわち、右側側部７－１が沿う平面に平行な平行面に沿うように、底部
８のうちの右側側部７－１が接合される縁の反対側の縁に接合されている。手前側側部７
－３は、長方形状の板に形成され、右側側部７－１および左側側部７－２と垂直であり、
かつ、底部８と垂直である平面に沿うように、右側側部７－１の縁と左側側部７－２の縁
と底部８の縁とに接合されている。奥側側部７－４は、手前側側部７－３に概ね合同であ
る板に形成されている。奥側側部７－４は、手前側側部７－３と向かい合うように、すな
わち、手前側側部７－３に平行である平行面に沿うように、配置されている。奥側側部７
－４は、右側側部７－１の手前側側部７－３が接合される縁の反対側の縁と左側側部７－
２の手前側側部７－３が接合される縁の反対側の縁と底部８の手前側側部７－３が接合さ
れる縁の反対側の縁とに接合されている。ケース本体５は、このように右側側部７－１と
左側側部７－２と手前側側部７－３と奥側側部７－４と底部８とから形成されることによ
り、開口部が形成されている箱状に形成されている。
【００１２】
　フタ部６は、ケース本体５と同様にして、開口部が形成された箱状に形成され、その開
口部がケース本体５の開口部に合致するように形成されている。フタ部６は、ケース本体
５の奥側側部７－４のうちの底部８が接合される縁の反対側の縁に回転可能に支持されて
いる。フタ部６は、回転することにより、ケース本体５の開口部を開閉し、その開口部が
ケース本体５の開口部に合致することによりケース２の内部を外部から隔離する。
【００１３】
　図２は、実施例１の画像読取装置を示す分解斜視図である。画像読取装置本体３は、ケ
ース２の内部に配置される。画像読取装置本体３は、図２に示されているように、ベース
部１０と原稿台１１と原稿押さえ部１２と読取ユニット部１４とを備えている。ベース部
１０は、ケース２の内部に配置され、ケース２の底部８に固定されている。
【００１４】
　原稿台１１は、原稿台１１とケース２の底部８との間にベース部１０が配置されるよう
に、すなわち、ケース２の底部８が水平面に載置されているときにベース部１０の上部に
配置され、ベース部１０に支持されている。原稿台１１は、右側原稿台１１－１と左側原
稿台１１－２とを含んでいる。右側原稿台１１－１は、右側側部７－１に近い側に配置さ
れている。左側原稿台１１－２は、右側原稿台１１－１と左側側部７－２との間に配置さ
れ、すなわち、左側側部７－２に近い側に配置されている。
【００１５】
　原稿押さえ部１２は、ベース部１０と原稿押さえ部１２との間に原稿台１１が配置され
るように、原稿台１１の上部に配置され、ベース部１０に支持されている。読取ユニット
部１４は、読取ユニット部１４と原稿台１１との間に原稿押さえ部１２が配置されるよう
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に、原稿押さえ部１２の上部に配置され、原稿押さえ部１２に平行移動可能に支持されて
いる。
【００１６】
　画像読取装置本体３は、さらに、電源部１７とコントローラ部１８とを備えている。電
源部１７とコントローラ部１８とは、それぞれ、ベース部１０と原稿台１１との間に配置
され、ベース部１０に固定されている。
【００１７】
＜原稿台補助ジグの構造＞
　図３は、実施例１の載置部を示す正面図である。画像読取装置１は、図３に示されるよ
うに、さらに、原稿台補助ジグ２１を備えている。原稿台補助ジグ２１は、紙面の奥行き
方向を軸とする柱体に形成され、載置部２２と取付部２３とを備えている。載置部２２は
、紙面の奥行き方向に拡がり平坦である載置面２５が形成されている。取付部２３は、載
置部２２に一体に接合されている。取付部２３は、ケース２の左側側部７－２に引っ掛け
られることにより、ケース２を介して載置部２２をベース部１０に固定する。このとき、
載置部２２は、取付部２３によりベース部１０に固定されたときに、載置面２５が傾斜す
るように形成されている。すなわち、載置部２２は、載置面２５のうちの原稿台１１から
遠い側の領域２７の高さが載置面２５のうちの領域２７より原稿台１１に近い領域２６の
高さより高くなるように、形成されている。
【００１８】
　原稿台補助ジグ２１は、原稿台１１に載置された原稿が原稿台１１からはみ出たときに
、そのはみ出た部分が載置部２２に載置される。画像読取装置１は、そのはみ出た部分が
載置部２２に載置されることにより、そのはみ出た部分の自重で原稿が落ちたりずれたり
することを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００１９】
　なお、原稿台補助ジグ２１は、合同な形状の複数の板が紙面の奥行き方向に並べられて
連結棒で互いに接合されたもので形成されることもできる。また、原稿台補助ジグ２１は
、１枚の板から形成されることもできる。このように形成された原稿台補助ジグも、原稿
台１１からはみ出た部分がその板の上方の縁に載置されることにより、そのはみ出た部分
の自重で原稿が原稿台１１からずれたり落ちたりすることを防止することができる。
【００２０】
　また、載置部２２は、載置面２５が原稿台１１から遠いほど高さが高くなるように傾斜
していることにより、載置部２２に載置されている原稿の非押圧部分が、原稿台１１から
遠い側に転がり落ちたり滑り落ちたりすることが防止される。
【００２１】
　原稿台補助ジグ２１は、ケース２の左側側部７－２と同様に右側側部７－１と手前側側
部７－３とが板状に形成されていることから、右側側部７－１または手前側側部７－３に
引っ掛けられて固定されることもできる。
【００２２】
　原稿台補助ジグ２１は、左側側部７－２に取り付けられている状態で、ケース２のフタ
部６がケース本体５を閉鎖しようとすると、フタ部６に干渉する。画像読取装置１は、原
稿台補助ジグ２１がケース２の左側側部７－２から取り外されることにより、ケース２の
フタ部６を閉じることができ、コンパクトになる。画像読取装置１は、ケース２の左側側
部７－２から取り外されているときに、画像読取装置本体３とともにケース２に収納され
てもよい。ケース２は、画像読取装置本体３と原稿台補助ジグ２１との両方を、ケース本
体５とフタ部６とに囲まれた内部に収納することができるように形成されている。画像読
取装置１は、原稿台補助ジグ２１がケース２に取り付けられている状態より、コンパクト
にすることができ、原稿台補助ジグ２１を画像読取装置本体３と別個に搬送する必要がな
く、容易に搬送されることができる。
【００２３】
＜原稿台の構造＞
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　図４は、実施例１の原稿台を示す側面図である。右側原稿台１１－１は、図４に示され
ているように、原稿台本体３０とベース側奥側支持部材３１とベース側手前側支持部材３
２とを備えている。原稿台本体３０は、長方形状の板状に形成され、平坦である載置面１
５が形成されている（図２参照）。原稿台本体３０は、原稿台本体３０とケース２の底部
８との間にベース部１０が配置されるように、ベース部１０の上に配置されている。原稿
台本体３０は、さらに、ケース２の底部８が載置される水平面に平行な平面に載置面１５
が沿うように、かつ、載置面１５がベース部１０の側の反対側に向くように、配置されて
いる。
【００２４】
　ベース側奥側支持部材３１は、ベース部１０から上側に向かって突出するように配置さ
れ、ベース部１０に固定されている。ベース側奥側支持部材３１は、奥側上側スライドコ
ロ３３と奥側下側スライドコロ３４とが形成されている。奥側上側スライドコロ３３は、
ベアリングから形成されている。奥側上側スライドコロ３３は、ベース側奥側支持部材３
１のうちのケース２の右側側部７－１に対向する面から右側側部７－１に向かって突出す
る軸に回転可能に支持されている。奥側下側スライドコロ３４は、ベアリングから形成さ
れている。奥側下側スライドコロ３４は、奥側上側スライドコロ３３から所定の距離Ｌだ
け下側に配置され、ベース側奥側支持部材３１のうちのケース２の右側側部７－１に対向
する面からケース２の右側側部７－１に向かって突出する軸に回転可能に支持されている
。
【００２５】
　ベース側手前側支持部材３２は、ベース側奥側支持部材３１よりケース２の手前側側部
７－３に近い側に配置され、ベース部１０から上側に向かって突出するように配置され、
ベース部１０に固定されている。ベース側手前側支持部材３２は、手前側上側スライドコ
ロ３５と手前側下側スライドコロ３６とが形成されている。手前側上側スライドコロ３５
は、ベアリングから形成されている。手前側上側スライドコロ３５は、ベース側手前側支
持部材３２のうちのケース２の右側側部７－１に対向する面から右側側部７－１に向かっ
て突出する軸に回転可能に支持されている。手前側下側スライドコロ３６は、ベアリング
から形成されている。手前側下側スライドコロ３６は、手前側上側スライドコロ３５から
所定の距離Ｌだけ下側に配置され、ベース側手前側支持部材３２のうちのケース２の右側
側部７－１に対向する面から右側側部７－１に向かって突出する軸に回転可能に支持され
ている。
【００２６】
　右側原稿台１１－１は、さらに、原稿台側奥側支持部材３８と原稿台側手前側支持部材
３９とねじりコイルばね４０とを備えている。原稿台側奥側支持部材３８は、板状に形成
されている。原稿台側奥側支持部材３８は、ケース２の右側側部７－１に平行である平面
に沿って原稿台本体３０から下側に向かって突出するように配置され、原稿台本体３０に
固定されている。原稿台側奥側支持部材３８は、奥側上側スライド溝４１と手前側下側ス
ライド溝４２とが形成されている。奥側上側スライド溝４１は、載置面１５に垂直である
直線に沿うように形成されている。奥側上側スライド溝４１は、奥側上側スライドコロ３
３が嵌め込まれ、載置面１５に垂直である方向に奥側上側スライドコロ３３が平行移動す
るように、奥側上側スライドコロ３３を案内している。手前側下側スライド溝４２は、奥
側上側スライド溝４１よりベース部１０に近い側に配置され、載置面１５に垂直である直
線に沿うように形成されている。手前側下側スライド溝４２は、奥側下側スライドコロ３
４が嵌め込まれ、載置面１５に垂直である方向に奥側下側スライドコロ３４が平行移動す
るように、奥側下側スライドコロ３４を案内している。
【００２７】
　原稿台側手前側支持部材３９は、板状に形成されている。原稿台側手前側支持部材３９
は、原稿台側奥側支持部材３８よりケース２の手前側側部７－３に近い側に配置され、ケ
ース２の右側側部７－１に平行である平面に沿って原稿台本体３０から下側に向かって突
出するように配置され、原稿台本体３０に固定されている。原稿台側手前側支持部材３９



(7) JP 6506415 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

は、手前側上側スライド溝４３と手前側下側スライド溝４４とが形成されている。手前側
上側スライド溝４３は、載置面１５に垂直である直線に沿うように形成されている。手前
側上側スライド溝４３は、手前側上側スライドコロ３５が嵌め込まれ、載置面１５に垂直
である方向に手前側上側スライドコロ３５が平行移動するように、手前側上側スライドコ
ロ３５を案内している。手前側下側スライド溝４４は、手前側上側スライド溝４３よりベ
ース部１０に近い側に配置され、鉛直方向に平行である直線に沿うように形成されている
。手前側下側スライド溝４４は、載置面１５に垂直である直線に沿うように形成されてい
る。手前側下側スライド溝４４は、手前側下側スライドコロ３６が嵌め込まれ、載置面１
５に垂直である方向に手前側下側スライドコロ３６が平行移動するように、手前側下側ス
ライドコロ３６を案内している。
【００２８】
　ねじりコイルばね４０は、弾性体から形成され、屈曲している棒状に形成されている。
ねじりコイルばね４０は、一端がベース側奥側支持部材３１に固定され、他端が原稿台本
体３０のうちのベース部１０の側の表面に突き当たっている。ねじりコイルばね４０は、
原稿台本体３０がベース部１０から遠ざかるように、すなわち、原稿台本体３０が上方に
押し上げられるように、弾性力を原稿台本体３０に印加している。
【００２９】
　このため、右側原稿台１１－１は、載置面１５が鉛直方向に平行移動するように、原稿
台本体３０がベース部１０に支持されている。右側原稿台１１－１は、奥側上側スライド
コロ３３と奥側下側スライドコロ３４とが距離Ｌだけ離れていることにより、載置面１５
が鉛直方向に移動するときに、載置面１５が傾斜することが防止されている。右側原稿台
１１－１は、さらに、原稿台本体３０に下側に向かう力が印加されないときに、載置面１
５が所定の上端位置に配置されるように、原稿台本体３０がベース部１０に支持されてい
る。右側原稿台１１－１は、さらに、原稿台本体３０に下側に向かう力が印加されたとき
に、その力に対応する距離だけ載置面１５が下降する。なお、手前側上側スライドコロ３
５と手前側下側スライドコロ３６と手前側上側スライドコロ３５と手前側下側スライドコ
ロ３６とは、樹脂製の樹脂コロに置換されることができる。右側原稿台１１－１は、手前
側上側スライドコロ３５と手前側下側スライドコロ３６と手前側上側スライドコロ３５と
手前側下側スライドコロ３６とが樹脂コロに置換された場合も、同様にして、載置面１５
が傾斜することが防止される。
【００３０】
　左側原稿台１１－２は、右側側部７－１と左側側部７－２とに平行である対称面に対し
て右側原稿台１１－１と面対称になるように、右側原稿台１１－１と同様に形成されてい
る。すなわち、左側原稿台１１－２は、原稿台本体が鉛直方向に平行移動するように、原
稿台本体がベース部１０に支持されている。さらに、左側原稿台１１－２は、左側原稿台
１１－２の原稿台本体に下側に向かう力が印加されないときに、原稿台本体３０に下側に
向かう力が印加されない右側原稿台１１－１の載置面１５に沿う平面に左側原稿台１１－
２の載置面が沿うように、形成されている。
【００３１】
　原稿台１１は、右側原稿台１１－１と左側原稿台１１－２とを含むことにより、原稿台
１１に見開きの本が載置されるときに、その本の右側のページが右側原稿台１１－１に載
置され、その本の左側のページが左側原稿台１１－２に載置されることができる。このた
め、原稿台１１は、その本の右側のページの厚さと左側のページの厚さとが異なる場合で
も、右側のページの読取面と左側のページの読取面とが同一平面上に配置されるように、
その本が載置されることができる。
【００３２】
＜原稿押さえ部の構造＞
　図５は、実施例１の原稿押さえ部を示し、連動機構を示す側面図である。原稿押さえ部
１２は、図５に示されているように、透明平板１６と支持部材５１を備えている（図２参
照）。透明平板１６は、可視光線に例示される光を透過する材料から形成され、長方形の
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板状に形成されている。支持部材５１は、透明平板１６に固定されている。支持部材５１
は、回転軸５２を中心に回転可能にベース部１０に支持され、回転軸５２を中心に回転可
能に透明平板１６をベース部１０に支持している。回転軸５２は、載置面１５に平行であ
り、かつ、ケース２の奥側側部７－４が沿う平面に平行であり、すなわち、左側原稿台１
１－２と右側原稿台１１－１とが並ぶ方向に平行である。
【００３３】
＜連動機構の構造＞
　画像読取装置本体３は、図５に示されているように、さらに、連動機構５３を備えてい
る。連動機構５３は、リンク５４と支点台５５と力点部５６と作用点部５７とを備えてい
る。リンク５４は、屈曲した棒から形成されている。支点台５５は、ベース部１０に固定
されている。支点台５５は、回転軸５８を中心に回転可能にリンク５４を支持している。
回転軸５８は、回転軸５２に平行になるように、かつ、原稿台本体３０の載置面１５が沿
う平面より常時に下側に配置されるように、原稿台本体３０より下側に配置されている。
力点部５６は、原稿押さえ部１２の支持部材５１の一部から右側側部７－１に向かって突
出する突起に形成されている。力点部５６は、透明平板１６が原稿台１１の載置面１５か
ら遠ざかるように原稿押さえ部１２が回転軸５２を中心に回転するときに、リンク５４の
一端を上方に押し上げる。作用点部５７は、原稿台１１の原稿台本体３０の下部から突出
する部材の右側側部７－１に対向する表面から右側側部７－１に向かって突出する突起に
形成されている。作用点部５７は、原稿押さえ部１２が回転軸５２を中心に回転するとき
に、リンク５４が回転軸５８を中心に回転することにより、リンク５４のうちの力点部５
６に押し上げられる一端の反対側の他端により下方に押し下げられる。
【００３４】
　このため、連動機構５３は、透明平板１６が載置面１５から遠ざかるように原稿押さえ
部１２が回転軸５２を中心に回転するときに、右側原稿台１１－１の載置面１５を下方に
押し下げる。
【００３５】
　図６は、実施例１の原稿押さえ部が開いたときの原稿台と連動機構とを示す側面図であ
る。より詳細には、図６は、透明平板１６が右側原稿台１１－１の載置面１５から遠ざか
るように原稿押さえ部１２が回転軸５２を中心に回転することにより原稿押さえ部１２が
開いた状態を示している。このとき、連動機構５３は、図５に示されている原稿押さえ部
１２が閉じた状態で右側原稿台１１－１の載置面１５が配置されていた高さより低い位置
に、右側原稿台１１－１の載置面１５が配置されるように、原稿台本体３０を下降させて
いる。
【００３６】
　連動機構５３のリンク５４は、原稿押さえ部１２が閉じた状態で載置面１５が配置され
ている位置より下側に作用点部５７と回転軸５８とが配置されている。このため、連動機
構５３のリンク５４は、原稿押さえ部１２が開閉されたときに、載置面１５から回転軸５
２の軸方向に延長された面より上に常時に配置されないように形成されることができる。
連動機構５３は、載置面１５から回転軸５２の方向に延長された面より上に配置されない
ことにより、右側原稿台１１－１に載置された原稿に干渉することが防止される。
【００３７】
　連動機構５３は、このように形成されることにより、原稿押さえ部１２が閉じられると
きに、透明平板１６が原稿台１１の載置面と平行に近い角度で原稿台１１に接近すること
ができる。画像読取装置１は、透明平板１６が原稿台１１の載置面と平行に近い角度で原
稿台１１に接近することにより、原稿台１１に載置された原稿の読取面に原稿押さえ部１
２の透明平板１６が平行に近い角度で接触することができる。このため、画像読取装置１
は、その原稿に原稿押さえ部１２の透明平板１６が押し付けられたときに原稿にしわが寄
ることが防止される。
【００３８】
　連動機構５３は、さらに、原稿押さえ部１２が回転する回転運動を、原稿台１１の原稿
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台本体３０を昇降させる昇降運動に機械的に変換することにより、電力を用いず原稿台本
体３０を上昇させ、省電力である。連動機構５３は、原稿台本体３０を電力により昇降さ
せる他の連動機構に比較して、電源部１７の負担を低減することができ、このため、連動
機構５３を備えている画像読取装置１は、電源部１７の１回の充電でより多くの原稿を読
み取ることができる。
【００３９】
　画像読取装置本体３は、さらに、図示されていない他の連動機構を備えている。その連
動機構は、連動機構５３と同様にして形成され、原稿押さえ部１２が開いたときに、左側
原稿台１１－２の載置面を下降させる。その連動機構は、さらに、原稿押さえ部１２が閉
じたときに左側原稿台１１－２の載置面から回転軸５２の方向に延長された面より上に配
置されないように形成され、左側原稿台１１－２に載置された原稿に干渉しないように形
成されている。
【００４０】
＜画像読取装置の構成＞
　図７は、実施例１の画像読取装置を示すブロック図である。画像読取装置１は、図７に
示されているように、読取ユニット部１４と電源部１７とコントローラ部１８と駆動部６
１と表示部８１とを備えている。駆動部６１は、副走査方向に平行移動可能に読取ユニッ
ト部１４を原稿押さえ部１２に支持している。副走査方向は、透明平板１６に平行であり
、かつ、原稿押さえ部１２の回転軸５２に垂直である。駆動部６１は、モータ６２とギヤ
６３とベルト６４とを備えている。モータ６２は、コントローラ部１８に制御されること
により、外部から供給される電力を用いてギヤ６３を回転させる。ベルト６４は、帯状に
形成され、一部がギヤ６３を取り巻き、他の一部が読取ユニット部１４に接合されている
。ギヤ６３は、モータ６２により回転されることによりベルト６４を移動させ、読取ユニ
ット部１４を副走査方向に平行に移動させる。すなわち、駆動部６１は、コントローラ部
１８に制御されることにより、読取ユニット部１４を副走査方向に平行に移動させる。
【００４１】
　読取ユニット部１４は、画像センサ６５とＨＰ（Ｈｏｍｅ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎ）センサ
６６とを備えている。画像センサ６５は、ＣＩＳ（Ｃｏｎｔａｃｔ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎ
ｓｏｒ）タイプのイメージセンサから形成されている。画像センサ６５は、直線状に形成
され、読取ユニット部１４が移動する副走査方向に垂直である主走査方向に平行な直線に
沿うように、読取ユニット部１４のうちの透明平板１６に対向する面に配置されている。
画像センサ６５は、コントローラ部１８に制御されることにより、透明平板１６が押し当
てられている読取対象の読取面のうちの主走査方向に平行である直線状の読取ラインに透
明平板１６を介して光を照射する。画像センサ６５は、透明平板１６を介してその読取ラ
インを反射した光を受光する。画像センサ６５は、さらに、その受光した光を検出し、そ
の検出結果を示す画像情報をコントローラ部１８に出力する。ＨＰセンサ６６は、コント
ローラ部１８に制御されることにより、読取ユニット部１４の移動可能範囲のうちの原稿
押さえ部１２の回転軸５２の近傍のホームポジションに読取ユニット部１４が配置されて
いるかどうかを検出する。ＨＰセンサ６６は、さらに、その検出結果をコントローラ部１
８に出力する。
【００４２】
　電源部１７は、バッテリ７１と電圧安定回路７２とを備えている。バッテリ７１は、電
圧安定回路７２に接続され、直流電力を電圧安定回路７２に供給する。電圧安定回路７２
は、コントローラ部１８に接続され、バッテリ７１から供給される電力を電圧が一定の値
になるように安定化させ、その安定化された電力をコントローラ部１８に供給する。
【００４３】
　コントローラ部１８は、いわゆるコンピュータであり、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）７３とストレージ７４と無線通信部７５とモータドライバ
７６とを備えている。ＣＰＵ７３は、コントローラ部１８にインストールされているコン
ピュータプログラムを実行することにより、ストレージ７４と無線通信部７５とモータド
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ライバ７６とを制御し、読取ユニット部１４と駆動部６１とを制御する。ストレージ７４
は、そのコンピュータプログラムを記録し、ＣＰＵ７３により作成される情報を一時的に
記録する。無線通信部７５は、ＣＰＵ７３に制御されることにより、無線通信を介して外
部機器から受信された情報をＣＰＵ７３に出力し、ＣＰＵ７３により作成される情報をそ
の外部機器に無線通信を介して出力する。モータドライバ７６は、ＣＰＵ７３に制御され
ることにより、電源部１７から供給される電力のうちの所定の電力を駆動部６１のモータ
６２に供給して、読取ユニット部１４を所定の速度で所定の距離だけ移動させる。
【００４４】
　コントローラ部１８は、画像読取装置１が起動されたときに、または、読取ユニット部
１４の読み取りが終了したときに、読取ユニット部１４がホームポジションに配置されて
いるかどうかを検出するように、ＨＰセンサ６６を制御する。コントローラ部１８は、読
取ユニット部１４がホームポジションに配置されていないときに、読取ユニット部１４が
原稿押さえ部１２の回転軸５２に接近するように、駆動部６１を制御する。コントローラ
部１８は、表示部８１から読取指示を受信したときに、読取ユニット部１４がホームポジ
ションから副走査方向に所定の速度で移動するように、駆動部６１を制御する。コントロ
ーラ部１８は、読取ユニット部１４が所定の速度で移動しているときに、原稿台１１に載
置されている原稿のうちの透明平板１６が押し当てられている読取面に充填される複数の
読取ラインを読み取るように、読取ユニット部１４を制御する。コントローラ部１８は、
読取ユニット部１４により読み取られた複数の読取ラインをそれぞれ示す複数の画像情報
に基づいて、その読取面を写す２次元の画像を作成し、その作成された画像を表示部８１
に送信する。
【００４５】
　表示部８１は、いわゆるコンピュータであり、ＣＰＵ８２とストレージ８３と無線通信
部８４とを備え、図示されていない入出力装置を備えている。ＣＰＵ８２は、コントロー
ラ部１８にインストールされているコンピュータプログラムを実行することにより、スト
レージ７４と無線通信部８４とを制御する。表示部８１としては、タブレットＰＣ（Ｐｅ
ｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、タブレット端末、スマートフォンが例示される。
【００４６】
　表示部８１は、ユーザに所定の情報が入力されることにより、無線通信を介して所定の
開始情報を画像読取装置１に送信する。表示部８１は、無線通信を介して画像読取装置１
から送信された画像を受信し、その受信した画像をストレージ８３に記録し、その受信し
た画像を入出力装置に表示する。
【００４７】
＜画像読取装置の動作＞
　図８は、実施例１の画像読取装置の動作を示すフローチャートである。ユーザは、まず
、画像読取装置本体３と原稿台補助ジグ２１とがケース２に収納された状態で、作業台が
設置された作業場所に画像読取装置１を搬送する。このとき、画像読取装置１は、画像読
取装置本体３と原稿台補助ジグ２１との両方がケース２に収納されることにより、ユーザ
が原稿台補助ジグ２１を画像読取装置本体３と一緒に持ち運ぶことができる。このとき、
画像読取装置１は、原稿台補助ジグ２１が画像読取装置本体３と別々に持ち運ばれること
に比較して、より容易に搬送されることができる。サイズが大きい書物、重量が重い書物
、図書館から館外への持ち出しが禁じられている禁帯出の書物は、書物が保管されている
保管場所から、画像読取装置１が設定される設置場所に持ち出すことが困難である。画像
読取装置１は、コンパクトで容易に搬送されることができることにより、このような書物
が保管されている保管場所に持ち込まれ、このような書物を容易に電子化することができ
る。
【００４８】
　ユーザは、その作業場所に画像読取装置１を搬送した後に、ケース２の底部８を下にし
て画像読取装置１をその作業台の上に載置する。ユーザは、画像読取装置１を載置した後
に、ケース２のフタ部６を開いて画像読取装置本体３を露出させ、画像読取装置１を操作
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することにより画像読取装置１に電源を入れる。コントローラ部１８は、画像読取装置１
がユーザの操作により電源が入れられて起動すると、ＨＰセンサ６６を制御することによ
り、読取ユニット部１４がホームポジションに配置されているかどうかを判別する（ステ
ップＳ１）。コントローラ部１８は、読取ユニット部１４がホームポジションに配置され
ていないときに（ステップＳ２、Ｎｏ）、駆動部６１を制御することにより、読取ユニッ
ト部１４を回転軸５２に接近させる（ステップＳ３）。コントローラ部１８は、読取ユニ
ット部１４がホームポジションに配置されていると判別されるまで、ステップＳ１からス
テップＳ３までの処理を繰り返し実行する。コントローラ部１８は、読取ユニット部１４
がホームポジションに配置されていると判別されたときに（ステップＳ２、Ｙｅｓ）、読
取指示待ちのモードに遷移する（ステップＳ４）。
【００４９】
　コントローラ部１８は、読取指示待ちのモードに遷移すると、表示部８１から無線通信
を介して読取指示が受信されるかどうかを判別する（ステップＳ５）。コントローラ部１
８は、その読取指示が受信されないときに（ステップＳ５、Ｎｏ）、読取指示が受信され
るまで待機し（ステップＳ６）、表示部８１から送信される読取指示が受信されるかどう
かを判別する処理（ステップＳ５）を繰り返し実行する。
【００５０】
　ユーザは、読取ユニット部１４がホームポジションに配置された後に、透明平板１６が
原稿台１１の載置面１５から離れるように原稿押さえ部１２を回転させ、原稿押さえ部１
２を開く。ユーザは、原稿押さえ部１２を開いた後に、所望の読取面が上を向くように、
準備した書類を原稿台１１に載置する。ユーザは、その書類に、原稿台１１に載置されな
くてはみ出る部分がある場合に、適切な位置に原稿台補助ジグ２１の載置部２２を配置す
る。ユーザは、さらに、原稿台補助ジグ２１の取付部２３をケース２の右側側部７－１と
左側側部７－２と手前側側部７－３とのうちのいずれかに引っ掛けることにより、原稿台
補助ジグ２１をベース部１０に固定する。ユーザは、原稿台補助ジグ２１をベース部１０
に固定した後に、所望の読取面が上を向くように、準備した書類を原稿台１１の載置面１
５に載置し、そのはみ出た部分を載置部２２に載置する。ユーザは、原稿を原稿台１１の
載置面１５に適切に載置した後に、原稿の読取面が原稿押さえ部１２の透明平板１６に押
し付けられるように、原稿押さえ部１２を回転させ、原稿押さえ部１２を閉める。原稿は
、原稿押さえ部１２が閉められることにより、原稿台１１に載置された部分が原稿台１１
のねじりコイルばね４０の弾性力により原稿台１１に適切に保持され、原稿台１１に載置
された部分がずれることが防止される。
【００５１】
　このとき、原稿のうちの原稿台１１からはみ出た部分が原稿台補助ジグ２１の載置部２
２に載置されることにより、ユーザによるはみ出た部分の支持が不要になる。画像読取装
置１は、さらに、原稿台補助ジグ２１の載置部２２の載置面２５が傾斜していることによ
り、原稿のうちの載置部２２に載置されている部分が、原稿台１１から遠い側に転がり落
ちたり滑り落ちたりすることを防止することができる。
【００５２】
　ユーザは、原稿押さえ部１２を閉めた後に、表示部８１が読取指示を送信するように、
表示部８１の入出力装置を用いて所定の情報を表示部８１に入力する。表示部８１は、ユ
ーザにより所定の情報が入力されると、無線通信を介して読取指示を画像読取装置１に送
信する。
【００５３】
　コントローラ部１８は、その読取指示が受信されたときに（ステップＳ５、Ｙｅｓ）、
読取動作を実行し（ステップＳ７）、読取完了待ちのモードに遷移する（ステップＳ８）
。すなわち、コントローラ部１８は、駆動部６１を制御することにより、読取ユニット部
１４を副走査方向に平行に所定の速度で移動させる。コントローラ部１８は、読取ユニッ
ト部１４が所定の速度で移動している最中に、読取ユニット部１４を制御することにより
、読取面を隙間なく充填している複数の読取ラインを１つずつ読み取り、複数の読取ライ
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ンをそれぞれ示す複数の画像情報を作成する。
【００５４】
　このときも、画像読取装置１は、原稿の一部分が原稿台補助ジグ２１の載置部２２に載
置されていることにより、読取ユニット部１４が読取ラインを読み取っている最中に、原
稿がずれることが防止される。
【００５５】
　コントローラ部１８は、その複数の読取ラインの全部を読み取ると、その複数の画像情
報に基づいて読取面を写す画像を作成し、無線通信を介してその画像を表示部８１に送信
する。表示部８１は、無線通信を介してその画像を受信すると、その画像をストレージ８
３に記録し、その画像を入出力装置に表示する。
【００５６】
　コントローラ部１８は、その読取動作が終了すると、ＨＰセンサ６６を制御することに
より、読取ユニット部１４がホームポジションに配置されているかどうかを判別する（ス
テップＳ９）。コントローラ部１８は、読取ユニット部１４がホームポジションに配置さ
れていないときに（ステップＳ９、Ｎｏ）、駆動部６１を制御することにより、読取ユニ
ット部１４を回転軸５２に接近させる（ステップＳ１０）。コントローラ部１８は、読取
ユニット部１４がホームポジションに配置されていると判別されるまで、ステップＳ９か
らステップＳ１０までの処理を繰り返し実行する。
【００５７】
　コントローラ部１８は、読取ユニット部１４がホームポジションに配置されていると判
別されたときに（ステップＳ９、Ｙｅｓ）、再度ステップＳ４の読取指示待ちのモードに
遷移する。
【００５８】
　なお、ステップＳ５では、コントローラ部１８は、表示部８１からの読取指示以外のト
リガーで、ステップＳ７の読み取り操作を開始することにしてもよい。たとえば、コント
ローラ部１８は、読取指示待ちのモードであるときに、原稿押さえ部１２が閉じられたこ
とを検出したときに、読取動作を実行するようにしてもよい。
【００５９】
　このように画像読取装置１は、原稿台１１と、原稿台１１に載置される原稿の読取面に
押し当てられる原稿押さえ部１２と、移動可能に設けられ、その原稿のうちの原稿押さえ
部１２により押さえられていない非押圧部分が載置される載置部２２とを備えている。こ
のため、画像読取装置１は、原稿押さえ部１２からはみ出る原稿の非押圧部分を載置部２
２に載置されることができる。画像読取装置１は、原稿が原稿台１１または原稿押さえ部
１２より大きいときでも、原稿を読み取るときに、原稿が落ちたりずれたりすることを防
止し、原稿を適切に保持することができる。画像読取装置１は、さらに、載置部２２を移
動させることにより装置全体をコンパクトにすることができ、載置部２２が固定されてい
る他の画像読取装置と比較して、容易に持ち運ばれることができる。
【００６０】
　また、載置部２２は、その非押圧部分に接触する領域が原稿台１１から遠いほど高さが
高くなるように、形成されている。このため、画像読取装置１は、載置部２２に載置され
ている非押圧部分が、原稿台１１から遠い側に転がり落ちたり滑り落ちたりすることが防
止される。
【００６１】
　また、連動機構５３は、原稿台１１のうちの原稿が載置される載置面１５と載置部２２
のうちの原稿に接する載置面２５とを結ぶ線に交差しないように形成されている。このた
め、画像読取装置１は、連動機構５３が原稿に干渉しないように、原稿台１１と載置部２
２とに原稿を適切に載置することができる。
【００６２】
　また、画像読取装置１は、載置部２２に原稿の非押圧部分が載置されるように、原稿台
１１と原稿押さえ部１２とを支持するベース部１０に載置部２２を着脱可能に取り付ける
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取付部２３を備えている。このため、画像読取装置１は、載置部２２をベース部１０に取
り付けることにより、原稿の非押圧部分を支持し、原稿の読取時に原稿が落ちたりずれた
りすることを防止することができる。画像読取装置１は、さらに、載置部２２をベース部
１０から取り外すことにより、コンパクトにすることができ、容易に持ち運ばれることが
できる。
【００６３】
　また、画像読取装置１は、原稿台１１と原稿押さえ部１２とともに載置部２２を収納す
るケース２をさらに備えている。このため、画像読取装置１は、載置部２２をケース２に
収納することにより、載置部２２を画像読取装置本体３と一緒に持ち運ぶことができ、容
易に搬送されることができる。
【００６４】
　ところで、実施例１の画像読取装置１の載置部２２は、載置面２５が傾斜しているが、
載置面２５を傾斜させる必要はなく、載置面２５に原稿を載置することにより、原稿が落
ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００６５】
　実施例１の画像読取装置１の連動機構５３は、原稿台１１のうちの原稿が載置される載
置面１５と載置部２２のうちの原稿に接する載置面とを結ぶ線に交差するように形成され
ていてもよい。画像読取装置１は、この場合も、載置面２５に原稿を載置することにより
、原稿が落ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００６６】
　実施例１の画像読取装置１は、載置部２２を着脱可能に取り付ける取付部２３を備えて
いるが、載置部２２が取り外せないように設けられていてもよい。画像読取装置１は、こ
の場合も、載置面２５に原稿を載置することにより、原稿が落ちたりずれたりすることを
防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００６７】
　実施例１の画像読取装置１は、原稿台１１と原稿押さえ部１２とともに載置部２２を収
納するケース２を備えているが、ケース２を備える必要はない。画像読取装置１は、ケー
ス２を備えていない場合でも、載置面２５に原稿を載置することにより、原稿が落ちたり
ずれたりすることを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００６８】
　以下、他の実施例について図面を参照して説明する。
【００６９】
［実施例２］
＜他の原稿台＞
　原稿台１１のねじりコイルばね４０は、原稿台本体３０のうちのベース部１０の側の表
面の中央以外の領域に突き当たるように形成されることもできる。原稿台１１のねじりコ
イルばね４０は、さらに、原稿台本体３０を上に押し上げる弾性力を原稿台本体３０に印
加する他の弾性体に置換されることができる。
【００７０】
　図９は、実施例２の原稿台を示す側面図である。図９は、このような弾性体が利用され
た他の右側原稿台を示している。その右側原稿台９０は、既述の右側原稿台１１－１のね
じりコイルばね４０が圧縮コイルばね９１に置換されている。圧縮コイルばね９１は、コ
イル状に形成され、ベース部１０と原稿台本体３０との間に配置され、一端がベース部１
０に接合され、他端が原稿台本体３０の下側表面の中央に接合されている。圧縮コイルば
ね９１は、原稿台本体３０がベース部１０から遠ざかるように、すなわち、原稿台本体３
０が上方に押し上げられるように、弾性力を原稿台本体３０に印加している。このような
弾性体が適用された画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、その弾性体の
弾性力により、原稿を適切に保持することができ、原稿を適切に読み取ることができる。
【００７１】
　なお、画像読取装置は、原稿台が右側原稿台１１－１と左側原稿台１１－２とから形成
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されていなくてもよく、１つの原稿台から形成されることもできる。１つの原稿台を備え
ている画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、既述の載置部が設けられて
いることにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に読み取ること
ができる。
【００７２】
［実施例３］
＜他の原稿台補助ジグ＞
　原稿台補助ジグ２１の取付部２３は、ケース本体５の側部に引っ掛けることと異なる手
段で載置部２２をベース部１０に固定する他の取付部に置換されることができる。
【００７３】
　図１０は、実施例３の原稿台補助ジグを示す正面図である。より詳細には、このような
取付部が利用された他の原稿台補助ジグを示している。その原稿台補助ジグ１０１は、図
１０に示されているように、既述の原稿台補助ジグ２１と同様にして、載置部２２と取付
部２３とを備え、クリップ１０４をさらに備えている。クリップ１０４は、弾性体から形
成され、一部が取付部２３に固定されている。クリップ１０４は、取付部２３がケース２
の左側側部７－２に引っ掛けられることにより、左側側部７－２を挟むように弾性力を左
側側部７－２に印加し、ケース２を介して載置部２２をベース部１０に固定する。原稿台
補助ジグ１０１は、クリップ１０４が設けられていることにより、既述の原稿台補助ジグ
２１に比較して、ケース２の左側側部７－２に載置部２２をより強固に固定することがで
きる。原稿台補助ジグ１０１が設けられた画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様
にして、載置部２２が設けられていることにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防
止し、原稿を適切に保持することができる。
【００７４】
［実施例４］
＜さらに他の原稿台補助ジグ＞
　図１１は、実施例４の原稿台補助ジグを示す正面図である。その原稿台補助ジグ１１１
は、図１１に示されているように、既述の原稿台補助ジグ２１と同様にして、載置部２２
と取付部２３とを備え、締結部材１１４をさらに備えている。締結部材１１４は、ねじか
ら形成されている。締結部材１１４は、取付部２３がケース２の左側側部７－２に引っ掛
けられているときに、左側側部７－２に形成された孔に挿入されて取付部２３の一部に締
結されることにより、ケース２を介して載置部２２をベース部１０に固定する。原稿台補
助ジグ１１１は、締結部材１１４が設けられていることにより、既述の原稿台補助ジグ２
１に比較して、ケース２の左側側部７－２に載置部２２をより強固に固定することができ
る。原稿台補助ジグ１１１が設けられた画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様に
して、載置部２２が設けられていることにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防止
し、原稿を適切に保持することができる。
【００７５】
［実施例５］
＜さらに他の原稿台補助ジグ＞
　原稿台補助ジグ２１は、載置面２５が傾斜しないように形成されることもできる。図１
２は、実施例５の原稿台補助ジグを示す正面図である。その原稿台補助ジグ１２１は、図
１２に示されているように、載置部１２２と取付部１２３とを備えている。載置部１２２
は、平坦である載置面１２５が形成されている。取付部１２３は、載置部１２２に一体に
接合されている。取付部１２３は、ケース２の左側側部７－２に引っ掛けられることによ
り、ケース２を介して載置部１２２をベース部１０に固定する。取付部１２３は、載置部
１２２がベース部１０に固定されたときに、ケース２の底部８が載置される水平面に平行
な平面に載置面１２５が沿うように、形成されている。このような原稿台補助ジグ１２１
も、原稿のうちの原稿台１１からはみ出た部分が転がるおそれがない場合に、たとえば、
アルバム１２９が載置されるときに、既述の原稿台補助ジグ２１と同様にして、原稿台１
１からはみ出た部分が載置される。原稿台補助ジグ１２１のような取付部が適用された画
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像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、原稿台１１に載置された原稿のはみ
出た部分が載置されることができ、原稿を適切に保持することにより原稿を適切に読み取
ることができる。
【００７６】
［実施例６］
＜複数の原稿台補助ジグ＞
　画像読取装置１は、別の原稿台補助ジグをさらに備えることもできる。図１３は、実施
例６の複数の原稿台補助ジグを示す正面図である。その画像読取装置は、図１３に示され
ているように、右側原稿台補助ジグ１３１－１と左側原稿台補助ジグ１３１－２とを備え
ている。右側原稿台補助ジグ１３１－１は、載置部１３２－１と取付部１３３－１とを備
えている。載置部１３２－１は、平坦である載置面１３５－１が形成されている。取付部
１３３－１は、載置部１３２－１に一体に接合されている。取付部１３３－１は、ケース
２の左側側部７－２に引っ掛けられることにより、ケース２を介して載置部１３２－１を
ベース部１０に固定する。取付部１３３－１は、載置部１３２－１がベース部１０に固定
されたときに、ケース２の底部８が載置される水平面に平行な平面に載置面１３５－１が
沿うように、形成されている。左側原稿台補助ジグ１３１－２は、右側原稿台補助ジグ１
３１－１と同様に形成され、すなわち、載置部１３２－２と取付部１３３－２とを備えて
いる。載置部１３２－２は、平坦である載置面１３５－２が形成されている。取付部１３
３－２は、載置部１３２－２に一体に接合されている。取付部１３３－２は、ケース２の
左側側部７－２に引っ掛けられることにより、ケース２を介して載置部１３２－２をベー
ス部１０に固定する。取付部１３３－２は、載置部１３２－２がベース部１０に固定され
たときに、ケース２の底部８が載置される水平面に平行な平面に載置面１３５－２が沿う
ように、形成されている。
【００７７】
　このとき、ケース２は、右側原稿台補助ジグ１３１－１と左側原稿台補助ジグ１３１－
２との両方を画像読取装置本体３とともに収納することができるように形成されている。
このような複数の原稿台補助ジグを備えた画像読取装置は、既述の画像読取装置１と同様
にして、原稿を適切に保持することができ、かつ、コンパクトに形成されることができる
。このような複数の原稿台補助ジグを備えた画像読取装置は、さらに、蛇腹系の書物１３
９、巻物系の書物１３８に例示される長尺の書物を電子化するときに、原稿台１１と右側
原稿台補助ジグ１３１－１と左側原稿台補助ジグ１３１－２とに載置されることができる
。このような画像読取装置は、長尺の書物の両端が右側原稿台補助ジグ１３１－１と左側
原稿台補助ジグ１３１－２とにそれぞれ載置されることにより、このような長尺の書物を
適切に保持することができる。
【００７８】
［実施例７］
＜さらに他の原稿台補助ジグ＞
　さらに、原稿台補助ジグは、平坦でない載置面が形成されることもできる。図１４は、
実施例７の原稿台補助ジグを示す正面図である。その原稿台補助ジグ１４１は、図１４に
示されているように、載置部１４２と取付部１４３とを備えている。取付部１４３は、ケ
ース２の左側側部７－２に引っ掛けられることにより、ケース２を介してベース部１０に
固定される。載置部１４２は、取付部１４３に一体に接合されている。載置部１４２は、
取付部１４３がベース部１０に固定されたときに、上側を向く載置面１４５が形成されて
いる。載置面１４５は、窪み１４６と窪み１４７とが形成されている。このような原稿台
補助ジグ１４１は、巻物系の書物１４９が原稿台１１に載置されたときに、巻物系の書物
１４９の一端が窪み１４６または窪み１４７に嵌るように巻物系の書物１４９が載置面１
４５に載置されることができる。原稿台補助ジグ１４１は、巻物系の書物１４９の一端が
窪み１４６または窪み１４７に嵌ることにより、巻物系の書物１４９の一端が転がって原
稿台補助ジグ１４１から落下することを防止することができる。
【００７９】
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［実施例８］
＜さらに他の原稿台補助ジグ＞
　図１５は、実施例８の原稿台補助ジグを示す正面図である。その原稿台補助ジグ１６１
は、金属材料に例示される材料から形成され、形状の変形ができ、その変更後の形状を保
持することができる。原稿台補助ジグ１６１は、図１５に示されているように、紐状に形
成されている。原稿台補助ジグ１６１は、載置部１６２と取付部１６３とを備えている。
取付部１６３は、原稿台補助ジグ１６１の一端の側に形成され、ユーザにより適切に塑性
変形されることにより、ケース２の手前側側部７－３に引っ掛けられ、ケース２を介して
原稿台補助ジグ１６１の全体をベース部１０に固定する。載置部１６２は、球状に形成さ
れ、取付部１６３が形成される一端の反対側の他端に形成されている。載置部１６２は、
原稿のうちの原稿台１１からはみ出た部分に点で接することにより、そのはみ出た部分が
載置される。このような原稿台補助ジグ１６１は、ユーザにより適切に塑性変形されるこ
とにより、載置部１６２が所定の位置に配置されるように形成される。原稿台補助ジグ１
６１を備えた画像読取装置は、載置部１６２に平坦な載置面が形成されていないが、アル
バム１６９に例示される原稿が載置されることができる。このため、原稿台補助ジグ１６
１を備えた画像読取装置は、既述の原稿台補助ジグと同様にして、原稿のうちの原稿台１
１からはみ出た部分が載置部１６２に載置されることにより、原稿を適切に保持すること
ができる。原稿台補助ジグ１６１は、ケース２の右側側部７－１または左側側部７－２に
引っ掛けられて固定されることもできる。
【００８０】
［実施例９］
＜さらに他の原稿台補助ジグ＞
　原稿台補助ジグ２１は、画像読取装置本体３から取り外さないで移動することができる
他の原稿台補助ジグに置換されることができる。図１６は、実施例９の原稿台補助ジグを
示す斜視図である。その原稿台補助ジグ１７１は、第１載置部１７３と第２載置部１７４
と第１ヒンジ部１７５と第２ヒンジ部１７６とを備えている。第１載置部１７３は、左側
原稿台１１－２の原稿台本体１７２と概ね同じサイズの板状に形成されている。第２載置
部１７４は、原稿台本体１７２と概ね同じサイズの板状に形成されている。第１ヒンジ部
１７５は、原稿台本体１７２のうちの手前側側部７－３の側の一辺に沿う回転軸を中心に
回転可能に第１載置部１７３を支持している。第１ヒンジ部１７５は、さらに、図示され
ていない第１固定部を備えている。その第１固定部は、第１載置部１７３が原稿台本体１
７２から開く方向に回転しないで第１載置部１７３が原稿台本体１７２に閉じる方向にの
み回転するように制限している。その第１固定部は、さらに、原稿台本体１７２から第１
載置部１７３が所定の角度（たとえば、６０度）以下に閉じられると開く方向に回転可能
に解放する。第２ヒンジ部１７６は、第１載置部１７３が原稿台本体１７２に重なるよう
に配置されているときに、第１載置部１７３のうちの左側側部７－２の側の一辺に沿う回
転軸を中心に回転可能に第２載置部１７４を支持している。第１ヒンジ部１７５は、さら
に、図示されていない第２固定部を備えている。その第２固定部は、第２載置部１７４が
第１載置部１７３から開く方向に回転しないで第２載置部１７４が第１載置部１７３に閉
じる方向にのみ回転するように制限している。その第２固定部は、さらに、第１載置部１
７３から第２載置部１７４が所定の角度（たとえば、６０度）以下に閉じられると開く方
向に回転可能に解放する。このような第１ヒンジ部１７５および第２ヒンジ部１７６は、
周知であり、座椅子の背もたれの角度調整などに利用されている。
【００８１】
　原稿台補助ジグ１７１は、図１６に示されているように、第１載置部１７３と第２載置
部１７４とが原稿台本体１７２に重なるように配置されている状態で、画像読取装置本体
３とともにケース２に収納されることができる。
【００８２】
　図１７は、図１６の原稿台補助ジグの他の状態を示す斜視図である。より詳細には、第
１載置部１７３が原稿台本体１７２に重なり、第２載置部１７４が第１載置部１７３から
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開いた状態で固定された原稿台補助ジグ１７１を示している。第２載置部１７４は、この
状態で、ケース２のフタ部６がケース本体５を閉鎖しようとすると、フタ部６に干渉する
。第２載置部１７４は、第１載置部１７３に重なっているときに第１載置部１７３に対向
する側の面に載置面１７７が形成されている。原稿台補助ジグ１７１は、この状態で、原
稿台１１に載置された原稿が左側側部７－２の側にはみ出るときに、そのはみ出た部分が
第２載置部１７４の載置面１７７に載置される。
【００８３】
　図１８は、図１６の原稿台補助ジグのさらに他の状態を示す斜視図である。より詳細に
は、第２載置部１７４が第１載置部１７３に重なり、第１載置部１７３が原稿台本体１７
２から開いた状態で固定された原稿台補助ジグ１７１を示している。第１載置部１７３は
、この状態で、ケース２のフタ部６がケース本体５を閉鎖しようとすると、フタ部６に干
渉する。第１載置部１７３は、原稿台本体１７２に重なっているときに原稿台本体１７２
に対向する側の面に載置面１７８が形成されている。原稿台補助ジグ１７１は、この状態
で、原稿台１１に載置された原稿が手前側側部７－３の側にはみ出るときに、そのはみ出
た部分が第１載置部１７３の載置面１７８に載置される。
【００８４】
　このように、原稿台補助ジグ１７１は、既述の原稿台補助ジグ２１と同様にして、原稿
のうちの原稿台１１からはみ出た部分が載置されることができる。原稿台補助ジグ１７１
は、さらに、ケース２に取り付ける手間が省け、既述の原稿台補助ジグ２１に比較して、
はみ出し部分が載置される載置面をより容易に配置することができる。原稿台補助ジグ１
７１が設けられた画像読取装置は、さらに、第１載置部１７３と第２載置部１７４とが折
り畳まれることにより、コンパクトになり、このため、容易に搬送されることができる。
【００８５】
　なお、原稿台補助ジグ１７１が設けられた画像読取装置は、画像読取装置本体３が収納
されるケース２が省略された場合でも、原稿台補助ジグ１７１が画像読取装置本体３と別
個にならないで、容易に搬送されることができる。ケース２が省略された画像読取装置は
、画像読取装置本体３のベース部１０が作業台に載置される。このようにケース２が省略
された画像読取装置も、第１載置部１７３と第２載置部１７４とにより、原稿を適切に保
持することができる。
【００８６】
［実施例１０］
＜他の連動機構＞
　連動機構５３は、原稿押さえ部１２の角度と原稿台本体３０の高さとの関係が線形では
ないように形成されることもできる。図１９は、実施例１０の連動機構を示す側面図であ
る。その連動機構１８１は、既述の連動機構５３と同様にして、リンク５４と支点台５５
と作用点部５７とを備え、カム１８２を備えている。カム１８２は、原稿押さえ部１２の
支持部材５１の一部から右側側部７－１に向かって突出する突起に形成され、原稿押さえ
部１２の回転軸５２からカム１８２の周囲までの距離が一定でないように形成されている
。
【００８７】
　図２０は、図１９の連動機構１８１の他の状態を示す側面図である。より詳細には、透
明平板１６が右側原稿台１１－１の載置面１５から遠ざかるように原稿押さえ部１２が回
転軸５２を中心に回転された後の状態を示している。このとき、連動機構１８１は、既述
の連動機構５３に比較して、原稿押さえ部１２の回転軸５２からリンク５４とカム１８２
とが接触している点までの距離がより大きく変化するように、形成されている。
【００８８】
　図２１は、実施例１０の原稿押さえ部の角度と原稿台本体の高さとの関係を示すグラフ
である。そのグラフ上の曲線１８５は、原稿押さえ部１２の角度が増加すると原稿台本体
３０の高さが単調に減少することを示している。グラフ上の曲線１８５は、さらに、原稿
押さえ部１２が単位角度だけ回転するときに原稿台本体３０が昇降する移動距離が、原稿
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押さえ部１２の角度が小さくなるほど、すなわち、原稿押さえ部１２が原稿台本体３０に
近くなるほど、大きくなることを示している。すなわち、透明平板１６が原稿台１１の近
傍に配置されている場合の原稿台本体３０の単位角度当たりの移動距離は、透明平板１６
が原稿台１１から遠い位置に配置されている場合の原稿台本体３０の単位角度当たりの移
動距離より、大きくなる。
【００８９】
　連動機構１８１が設けられた画像読取装置は、原稿押さえ部１２と原稿台本体３０とが
このように連動することにより、透明平板１６が原稿台１１から離れた位置から原稿台１
１の載置面と平行に近い角度で接近することができる。このため、画像読取装置は、原稿
台１１に載置された原稿の厚さが厚い場合でも、原稿の読取面に原稿押さえ部１２の透明
平板１６が平行に近い角度で接触することができる。画像読取装置は、さらに、原稿台１
１に載置された原稿に原稿押さえ部１２の透明平板１６が押し付けられたときに原稿にし
わが寄ることが防止され、原稿の読取面を適切に読み取ることができる。また、連動機構
１８１が設けられた画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、載置部が設け
られていることにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に保持す
ることができる。
【００９０】
［実施例１１］
＜さらに他の連動機構＞
　連動機構５３は、さらに、リンク機構と異なる他の機構から形成されることもできる。
図２２は、実施例１１の連動機構を示す側面図である。その連動機構１９１は、図２２に
示されているように、板１９２とカム１９３とを備えている。板１９２は、原稿台本体３
０のベース部１０の側に配置され、原稿台本体３０に固定されている。カム１９３は、柱
体に形成され、その柱体の軸が原稿押さえ部１２の回転軸５２に平行になるように、かつ
、原稿押さえ部１２の回転軸５２に交差するように配置され、原稿押さえ部１２の支持部
材５１に固定されている。カム１９３は、さらに、原稿押さえ部１２とともに回転軸５２
を中心回転するときに、その柱体の側面が板１９２のうちのベース部１０から遠い側の端
に摺動するように形成されている。
【００９１】
　連動機構１９１は、原稿押さえ部１２が開くように回転軸５２を中心に回転するときに
、カム１９３が板１９２のうちのベース部１０から遠い側の端を押し下げることにより、
連動機構５３と同様にして、右側原稿台１１－１の原稿台本体３０を下降させる。連動機
構１９１が設けられた画像読取装置は、既述の画像読取装置１と同様にして、原稿押さえ
部１２が閉じられるときに、右側原稿台１１－１の原稿台本体３０を上方に上昇させるこ
とができる。このため、画像読取装置は、原稿台１１に載置された原稿にしわが寄ること
を防止することができる。また、連動機構１９１が設けられた画像読取装置も、既述の画
像読取装置１と同様にして、載置部が設けられていることにより、原稿が落ちたりずれた
りすることを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００９２】
［実施例１２］
＜さらに他の連動機構＞
　図２３は、実施例１２の連動機構を示す側面図である。その連動機構１９５は、図２３
に示されているように、ラック１９６とピニオン１９７とを備えている。ラック１９６は
、板状に形成され、複数の歯１９８が形成されている。ラック１９６は、原稿台本体３０
のベース部１０の側に配置され、複数の歯１９８が原稿押さえ部１２の回転軸５２の側を
向くように、原稿台本体３０に固定されている。ピニオン１９７は、円板状に形成され、
その円板の周囲に複数の歯１９９が形成されている。ピニオン１９７は、その円板の中心
軸が原稿押さえ部１２の回転軸５２に重なるように、かつ、複数の歯１９９がピニオン１
９７の複数の歯１９８にかみ合うように、原稿押さえ部１２の支持部材５１に固定されて
いる。
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　連動機構１９５は、このように形成されていることにより、原稿押さえ部１２が開くよ
うに回転軸５２を中心に回転するときに、ピニオン１９７がラック１９６を下方に押し下
げる。連動機構１９５は、ピニオン１９７がラック１９６を下方に押し下げることにより
、連動機構５３と同様にして、右側原稿台１１－１の原稿台本体３０を下方に下降させる
ことができる。連動機構１９５は、原稿押さえ部１２が閉じるように回転軸５２を中心に
回転するときに、カム１９３が板１９２を解放することにより、連動機構５３と同様にし
て、右側原稿台１１－１の原稿台本体３０を上方に上昇させることができる。
【００９４】
　連動機構１９５が適用された画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、原
稿台１１の載置面と平行に近い角度で透明平板１６を原稿台１１に接近させることができ
る。このため、画像読取装置は、原稿台１１に載置された原稿に原稿押さえ部１２の透明
平板１６が押し付けられたときに原稿にしわが寄ることが防止され、原稿の読取面を適切
に読み取ることができる。また、連動機構１９５が設けられた画像読取装置も、既述の画
像読取装置１と同様にして、載置部が設けられていることにより、原稿が落ちたりずれた
りすることを防止し、原稿を適切に保持することができる。
【００９５】
　ところで、画像読取装置は、連動機構を省略することもできる。連動機構が省略された
画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、既述の載置部が設けられているこ
とにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に保持することができ
る。
【００９６】
　さらに、画像読取装置は、原稿台の載置面が昇降しないでベース部１０に固定されるよ
うに原稿台が形成されることもできる。ベース部１０に固定される載置面が形成された原
稿台を備えている画像読取装置も、既述の画像読取装置１と同様にして、既述の載置部が
設けられていることにより、原稿が落ちたりずれたりすることを防止し、原稿を適切に保
持することができる。
【符号の説明】
【００９７】
　１　：画像読取装置
　２　：ケース
　３　：画像読取装置本体
　１０：ベース部
　１１：原稿台
　１２：原稿押さえ部
　１４：読取ユニット部
　２１：原稿台補助ジグ
　２２：載置部
　２３：取付部
　２５：載置面
　５３：連動機構
　５４：リンク
　５５：支点台
　５６：力点部
　５７：作用点部
　５８：回転軸
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